
１ 予 算 規 模

既 決 ６ 月 補 正 計 Ａ 当 初 Ｂ ９ 月 現 計 Ｃ A/B×100 A/C×100

一 般 会 計 477,670,259 37,398,961 515,069,220 523,762,167 535,704,097 98.3 96.1

特 別 会 計 21,200,255 5,000,000 26,200,255 21,497,871 24,625,356 121.9 106.4

企 業 会 計 50,375,224 1,822,148 52,197,372 36,476,673 36,518,542 143.1 142.9

計 549,245,738 44,221,109 593,466,847 581,736,711 596,847,995 102.0 99.4

（ 単 位 ： 千 円 ）

国 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

一 般 会 計 37,398,961 12,199,486 9,495,000 9,799,936 5,904,539

特 別 会 計 5,000,000 399,000 4,500,000 101,000

企 業 会 計 1,822,148 501,000 194,000 1,127,148

計 44,221,109 13,099,486 14,189,000 11,028,084 5,904,539

財 源 内 訳

（単位：千円、％）

会 計 区 分 補 正 予 算 額

会 計 区 分
平 成 １ ５ 年 度 予 算 対 前 年 度 比

平 成 １ ５ 年 度 ６ 月 補 正 予 算 概 要

平 成 １ ４ 年 度 予 算

２ 補 正 予 算 の 財 源 内 訳



平成１５年度６月補正予算　一般会計歳入（款別内訳）

（単位：千円，％）

区　分 対前年度比

（ ９ 月 現 計 Ｃ ） （ A/C×100 ）

款　別 既 決 予 算 構成比 ６月補正予算 計Ａ 構成比 当初予算 Ｂ 構成比 A/B×100

（ 95,177,547 ） （ 17.8 ） （ 95.7 ）

（ 1 ） 県 税 91,077,951 19.1 91,077,951 17.7 95,177,547 18.2 95.7

地方消費税 （ 16,311,000 ） （ 3.0 ） （ 98.6 ）

（ 2 ） 清 算 金 16,084,000 3.4 16,084,000 3.1 16,311,000 3.1 98.6

（ 1,613,000 ） （ 0.3 ） （ 130.0 ）

（ 3 ） 地方譲与税 2,097,000 0.4 2,097,000 0.4 1,613,000 0.3 130.0

地 方 特 例 （ 300,000 ） （ 0.1 ） （ 400.0 ）

（ 4 ） 交 付 金 1,200,000 0.3 1,200,000 0.2 300,000 0.1 400.0

（ 150,920,471 ） （ 28.2 ） （ 90.1 ）

（ 5 ） 地方交付税 130,000,000 27.2 5,904,539 135,904,539 26.4 147,400,000 28.1 92.2

交通安全対策 （ 350,000 ） （ 0.1 ） （ 100.0 ）

（ 6 ） 特別交付金 350,000 0.1 350,000 0.1 350,000 0.1 100.0

分担金および （ 7,392,770 ） （ 1.4 ） （ 88.0 ）

（ 7 ） 負 担 金 4,968,633 1.0 1,534,254 6,502,887 1.3 7,204,131 1.4 90.3

使用料および （ 8,590,583 ） （ 1.5 ） （ 94.4 ）

（ 8 ） 手 数 料 8,112,459 1.7 570 8,113,029 1.6 8,588,148 1.6 94.5

（ 104,346,817 ） （ 19.5 ） （ 94.2 ）

（ 9 ） 国庫支出金 86,105,108 18.0 12,199,486 98,304,594 19.1 101,353,307 19.3 97.0

（ 1,007,233 ） （ 0.2 ） （ 85.9 ）

（ 10 ） 財 産 収 入 858,228 0.2 7,135 865,363 0.2 1,000,412 0.2 86.5

（ 1,160,306 ） （ 0.2 ） （ 107.8 ）

（ 11 ） 寄 附 金 1,094,333 0.2 157,000 1,251,333 0.2 1,098,507 0.2 113.9

（ 30,055,701 ） （ 5.6 ） （ 70.7 ）

（ 12 ） 繰 入 金 17,843,171 3.7 3,403,384 21,246,555 4.1 29,442,975 5.6 72.2

（ 2,970,067 ） （ 0.6 ） （ 91.1 ）

（ 13 ） 繰 越 金 1,000,000 0.2 1,706,748 2,706,748 0.5 1,000,000 0.2 270.7

（ 43,593,356 ） （ 8.1 ） （ 112.9 ）

（ 14 ） 諸 収 入 46,226,376 9.7 2,990,845 49,217,221 9.5 41,123,140 7.9 119.7

（ 71,915,246 ） （ 13.4 ） （ 111.4 ）

（ 15 ） 県 債 70,653,000 14.8 9,495,000 80,148,000 15.6 71,800,000 13.7 111.6

（ 535,704,097 ） （ 100.0 ） （ 96.1 ）

合 計 477,670,259 100.0 37,398,961 515,069,220 100.0 523,762,167 100.0 98.3

平 成 14 年 度 予 算平 成 １ 5 年 度 予 算



平成１５年度６月補正予算　一般会計歳出（款別内訳）

（単位：千円，％）

区　分 対前年度比

（ ９ 月 現 計 Ｃ ） （ A/C×100 ）

款　別 既 決 予 算 構成比 ６ 月 補 正 予 算 計Ａ 構成比 当初予算 Ｂ 構成比 A/B×100

（ 1,198,145 ） （ 0.2 ） （ 100.6 ）

（ 1 ） 議 会 費 1,197,355 0.3 8,042 1,205,397 0.2 1,198,145 0.2 100.6

（ 49,250,877 ） （ 9.2 ） （ 78.9 ）

（ 2 ） 総 務 費 36,819,217 7.7 2,033,873 38,853,090 7.5 44,726,948 8.5 86.9

（ 31,876,521 ） （ 6.0 ） （ 91.4 ）

（ 3 ） 民 生 費 28,851,181 6.0 274,977 29,126,158 5.7 31,463,470 6.0 92.6

（ 16,833,536 ） （ 3.1 ） （ 119.0 ）

（ 4 ） 衛 生 費 18,283,293 3.8 1,751,172 20,034,465 3.9 16,378,421 3.1 122.3

（ 3,248,937 ） （ 0.6 ） （ 103.4 ）

（ 5 ） 労 働 費 2,855,763 0.6 503,226 3,358,989 0.7 3,225,183 0.6 104.1

（ 56,722,782 ） （ 10.6 ） （ 92.2 ）

（ 6 ） 農林水産費 43,514,751 9.1 8,771,091 52,285,842 10.2 56,607,969 10.8 92.4

（ 40,322,162 ） （ 7.5 ） （ 113.9 ）

（ 7 ） 商 工 費 42,661,622 8.9 3,283,210 45,944,832 8.9 38,031,821 7.3 120.8

（ 102,721,917 ） （ 19.2 ） （ 92.9 ）

（ 8 ） 土 木 費 78,136,294 16.4 17,251,731 95,388,025 18.5 101,765,446 19.4 93.7

（ 24,536,664 ） （ 4.6 ） （ 98.7 ）

（ 9 ） 警 察 費 23,352,421 4.9 870,604 24,223,025 4.7 24,315,223 4.7 99.6

（ 105,432,390 ） （ 19.7 ） （ 95.8 ）

（ 10 ） 教 育 費 98,315,919 20.6 2,651,035 100,966,954 19.6 105,261,376 20.1 95.9

（ 6,683,168 ） （ 1.2 ） （ 64.8 ）

（ 11 ） 災害復旧費 4,330,432 0.9 4,330,432 0.8 3,911,167 0.8 110.7

（ 73,670,851 ） （ 13.8 ） （ 104.2 ）

（ 12 ） 公 債 費 76,778,347 16.1 76,778,347 14.9 73,670,851 14.1 104.2

（ 23,106,147 ） （ 4.3 ） （ 97.3 ）

（ 13 ） 諸 支 出 金 22,473,664 4.7 22,473,664 4.4 23,106,147 4.4 97.3

（ 100,000 ） （ 0.0 ） （ 100.0 ）

（ 14 ） 予 備 費 100,000 0.0 100,000 0.0 100,000 0.0 100.0

（ 535,704,097 ） （ 100.0 ） （ 96.1 ）

合 計 477,670,259 100.0 37,398,961 515,069,220 100.0 523,762,167 100.0 98.3

平 成 1 ４ 年 度 予 算平 成 １ ５ 年 度 予 算



平成１５年度６月補正予算　一般会計歳出（性質別内訳）
（単位：千円，％）

区　分 対前年度比

（ ９ 月 現 計 Ｃ ） （ A/C×100 ）

性質別 既 決 予 算 構成比 ６ 月 補 正 予 算 計Ａ 構成比 当初予算 Ｂ 構成比 A/B×100

（ 232,215,560 ） （ 43.3 ） （ 100.0 ）

232,337,197 48.7 △ 104,559 232,232,638 45.1 232,071,539 44.3 100.1

（ 138,205,948 ） （ 25.8 ） （ 98.7 ）

　　 　人 件 費 136,508,603 28.6 △ 104,559 136,404,044 26.5 138,205,948 26.4 98.7

（ 20,360,501 ） （ 3.8 ） （ 93.7 ）

扶 助 費 19,081,016 4.0 19,081,016 3.7 20,216,480 3.8 94.4

（ 73,649,111 ） （ 13.7 ） （ 104.2 ）

公 債 費 76,747,578 16.1 76,747,578 14.9 73,649,111 14.1 104.2

（ 169,700,249 ） （ 31.7 ） （ 85.0 ）

113,531,220 23.8 30,703,670 144,234,890 28.0 162,302,735 31.0 88.9

（ 73,299,253 ） （ 13.7 ） （ 97.7 ）

公 共 事 業 58,345,801 12.2 13,246,125 71,591,926 13.9 72,935,376 13.9 98.2

（ 8,660,159 ） （ 1.6 ） （ 85.0 ）

補 助 事 業 4,177,104 0.9 3,185,790 7,362,894 1.4 7,817,562 1.5 94.2

（ 71,344,510 ） （ 13.3 ） （ 72.5 ）

単 独 事 業 39,090,414 8.2 12,618,797 51,709,211 10.0 68,331,924 13.1 75.7

国直轄事業 （ 9,343,431 ） （ 1.7 ） （ 94.3 ）

負 担 金 7,193,181 1.5 1,616,465 8,809,646 1.7 8,991,477 1.7 98.0

（ 290,394 ） （ 0.1 ） （ 118.2 ）

受 託 事 業 306,841 0.1 36,493 343,334 0.1 235,895 0.0 145.5

（ 6,762,502 ） （ 1.3 ） （ 65.3 ）

災害復旧事業 4,417,879 0.9 4,417,879 0.9 3,990,501 0.8 110.7

（ 133,788,288 ） （ 25.0 ） （ 103.6 ）

131,801,842 27.5 6,799,850 138,601,692 26.9 129,387,893 24.7 107.1

（ 22,109,523 ） （ 4.1 ） （ 100.3 ）

物 件 費 21,095,547 4.4 1,084,504 22,180,051 4.3 21,723,110 4.1 102.1

（ 2,031,059 ） （ 0.4 ） （ 98.5 ）

維持補修費 1,458,298 0.3 541,993 2,000,291 0.4 1,982,089 0.4 100.9

（ 58,846,524 ） （ 11.0 ） （ 95.0 ）

補 助 費 等 55,185,194 11.5 698,918 55,884,112 10.9 57,082,694 10.9 97.9

（ 37,306,701 ） （ 7.0 ） （ 117.9 ）

貸付金出資金 40,833,479 8.5 3,134,333 43,967,812 8.5 35,199,203 6.7 124.9

（ 5,044,826 ） （ 0.9 ） （ 143.6 ）

繰 出 金 6,510,350 1.4 732,967 7,243,317 1.4 5,044,063 1.0 143.6

（ 8,349,655 ） （ 1.6 ） （ 86.5 ）

積 立 金 6,618,974 1.4 607,135 7,226,109 1.4 8,256,734 1.6 87.5

（ 100,000 ） （ 0.0 ） （ 100.0 ）

予 備 費 100,000 0.0 100,000 0.0 100,000 0.0 100.0

（ 535,704,097 ） （ 100.0 ） （ 96.1 ）

合 計 477,670,259 100.0 37,398,961 515,069,220 100.0 523,762,167 100.0 98.3

平 成 1 ４ 年 度 予 算平 成 １ ５ 年 度 予 算

義 務 的 経 費

投 資 的 経 費

その他行政経費



平成１５年度６月補正予算 一般会計歳出（公共事業内訳）
（単位：千円，％）

対前年度比

（ ９ 月 現 計 Ｃ ） （ A/C×100 ）

既 決 予 算 構成比 ６ 月 補 正 予 算 計Ａ 構成比 当初予算Ｂ 構成比 A/B×100

（ 44,276,305 ） （ 60.4 ） （ 93.6 ）

35,129,942 60.2 6,310,945 41,440,887 57.9 43,912,428 60.2 94.4

（ 12,816,099 ） （ 17.5 ） （ 88.6 ）

道 路 事業費 11,294,486 19.4 64,737 11,359,223 15.9 13,054,000 17.9 87.0

（ 4,586,000 ） （ 6.3 ） （ 117.1 ）

街 路 事業費 3,186,000 5.5 2,183,000 5,369,000 7.5 3,598,000 4.9 149.2

（ 6,014,201 ） （ 8.2 ） （ 116.6 ）

河 川 事業費 5,796,000 9.9 1,214,129 7,010,129 9.8 6,699,202 9.2 104.6

河 川 総 合 （ 5,952,629 ） （ 8.1 ） （ 100.7 ）

開 発 事業費 4,117,000 7.1 1,875,617 5,992,617 8.4 6,182,629 8.5 96.9

（ 8,071,000 ） （ 11.0 ） （ 95.8 ）

砂 防 事業費 6,962,000 11.9 771,000 7,733,000 10.8 8,047,639 11.0 96.1

（ 1,348,000 ） （ 1.8 ） （ 90.4 ）

海 岸 事業費 1,218,000 2.1 0 1,218,000 1.7 1,408,000 1.9 86.5

（ 1,839,600 ） （ 2.5 ） （ 83.9 ）

港 湾 事業費 1,544,000 2.6 0 1,544,000 2.1 1,785,000 2.5 86.5

（ 386,000 ） （ 0.5 ） （ 70.5 ）

公 園 事業費 224,000 0.4 48,000 272,000 0.4 386,300 0.5 70.4

住 宅 建 設 （ 857,419 ） （ 1.2 ） （ 89.1 ）

事 業 費 609,456 1.0 154,462 763,918 1.1 896,301 1.2 85.2

災 害 関 連 （ 2,405,357 ） （ 3.3 ） （ 7.4 ）

事 業 費 179,000 0.3 0 179,000 0.2 1,855,357 2.6 9.6

（ 29,022,948 ） （ 39.6 ） （ 103.9 ）

23,215,859 39.8 6,935,180 30,151,039 42.1 29,022,948 39.8 103.9

大 型 魚 礁 （ 225,660 ） （ 0.3 ） （ 102.4 ）

設 置 事業費 211,040 0.4 20,000 231,040 0.3 254,814 0.3 90.7

県 営 漁 港 （ 2,097,948 ） （ 2.9 ） （ 104.2 ）

事 業 費 1,658,976 2.8 528,024 2,187,000 3.1 2,081,000 2.9 105.1

市 町 村 営 （ 936,070 ） （ 1.3 ） （ 101.3 ）

漁 港 事業費 866,125 1.5 82,363 948,488 1.3 919,546 1.3 103.1

（ 1,826,634 ） （ 2.5 ） （ 95.6 ）

造 林 事業費 1,632,562 2.8 113,675 1,746,237 2.4 2,040,169 2.8 85.6

（ 1,672,717 ） （ 2.3 ） （ 97.9 ）

林 道 事業費 1,308,381 2.2 330,023 1,638,404 2.3 1,699,309 2.3 96.4

（ 3,441,151 ） （ 4.7 ） （ 91.0 ）

治 山 事業費 2,862,000 4.9 267,824 3,129,824 4.4 3,577,500 4.9 87.5

土 地 改 良 （ 13,045,982 ） （ 17.8 ） （ 107.1 ）

事 業 費 10,374,127 17.9 3,599,479 13,973,606 19.5 12,901,652 17.7 108.3

かんがい排水 ( 4,623,009 ) （ 6.3 ） （ 130.1 ）

事 業 費 4,184,775 7.3 1,830,386 6,015,161 8.4 4,572,358 6.3 131.6

農 道 ( 4,519,859 ) （ 6.2 ） （ 90.4 ）

事 業 費 2,746,612 4.8 1,337,713 4,084,325 5.7 4,466,592 6.1 91.4

農 村 総 合 （ 5,238,758 ） （ 7.1 ） （ 110.2 ）

整 備 事業費 3,807,648 6.5 1,963,792 5,771,440 8.1 4,959,127 6.8 116.4

（ 475,000 ） （ 0.6 ） （ 110.5 ）

海 岸 事業費 495,000 0.8 30,000 525,000 0.7 515,000 0.7 101.9

草 地 開 発 （ 63,028 ） （ 0.1 ） （ 0.0 ）

事 業 費 0 0.0 0 0 0.0 74,831 0.1 0.0

（ 73,299,253 ） （ 100.0 ） （ 97.7 ）

合 計 58,345,801 100.0 13,246,125 71,591,926 100.0 72,935,376 100.0 98.2

平 成 1 ４ 年 度 予 算平 成 １ ５ 年 度 予 算

土 木 関 係

農 林 水 産 関 係



平成１５年度６月補正予算 　一般会計歳出（県単事業内訳）

（単位：千円，％）

対前年度比

（ ９ 月 現 計 Ｃ ） （ A/C×100 ）

既 決 予 算 構 成 比 ６ 月 補 正 予 算 計Ａ 構 成 比 当 初 予 算 Ｂ 構 成 比 A/B×100

（ 12,659,360 ） （ 17.6 ） （ 89.1 ）

7,595,616 19.1 3,685,906 11,281,522 21.4 12,659,360 18.2 89.1

（ 10,550,044 ） （ 14.6 ） （ 88.8 ）

道 路 事 業 費 6,416,967 16.1 2,956,029 9,372,996 17.7 10,550,044 15.2 88.8

（ 190,114 ） （ 0.3 ） （ 96.0 ）

街 路 事 業 費 114,068 0.3 68,484 182,552 0.4 190,114 0.3 96.0

（ 1,207,090 ） （ 1.7 ） （ 76.1 ）

河 川 事 業 費 724,254 1.8 194,567 918,821 1.8 1,207,090 1.7 76.1

( 0 ) ( 0.0 ) 皆増

河川総合開発事業費 0 0.0 172,000 172,000 0.3 0 0.0 皆増

（ 516,512 ） （ 0.7 ） （ 87.9 ）

砂 防 事 業 費 309,907 0.8 144,136 454,043 0.9 516,512 0.7 87.9

（ 47,500 ） （ 0.1 ） （ 100.0 ）

港 湾 事 業 費 28,500 0.1 19,000 47,500 0.1 47,500 0.1 100.0

（ 3,200 ） （ 0.0 ） （ 100.0 ）

海 岸 事 業 費 1,920 0.0 1,280 3,200 0.0 3,200 0.0 100.0

（ 144,900 ） （ 0.2 ） （ 90.0 ）

下水道事業費 0 0.0 130,410 130,410 0.2 144,900 0.2 90.0

（ 810,090 ） （ 1.1 ） （ 90.0 ）

486,053 1.2 243,116 729,169 1.3 810,090 1.2 90.0

県 営 漁 港 （ 74,296 ） （ 0.1 ） （ 90.4 ）

事 業 費 38,677 0.1 28,518 67,195 0.1 74,296 0.1 90.4

市 町 村 営 （ 24,466 ） （ 0.0 ） （ 88.4 ）

漁 港 事 業 費 18,540 0.0 3,090 21,630 0.0 24,466 0.1 88.4

（ 345,085 ） （ 0.5 ） （ 88.1 ）

林 道 事 業 費 202,713 0.5 101,356 304,069 0.6 345,085 0.5 88.1

（ 56,809 ） （ 0.1 ） （ 101.6 ）

治 山 事 業 費 38,423 0.1 19,302 57,725 0.1 56,809 0.1 101.6

土 地 改 良 （ 302,020 ） （ 0.4 ） （ 90.0 ）

事 業 費 181,212 0.5 90,606 271,818 0.5 302,020 0.4 90.0

（ 7,414 ） （ 0.0 ） （ 90.8 ）

海 岸 事 業 費 6,488 0.0 244 6,732 0.0 7,414 0.0 90.8

（ 4,988,448 ） （ 6.9 ） （ 90.0 ）

2,993,068 7.5 1,496,535 4,489,603 8.5 4,988,448 7.2 90.0

（ 7,193,804 ） （ 9.9 ） （ 103.7 ）

5,785,200 14.6 1,671,800 7,457,000 14.2 7,231,500 10.4 103.1

（ 962,000 ） （ 1.3 ） （ 28.1 ）

270,000 0.7 270,000 0.5 962,000 1.4 28.1

（ 2,976,000 ） （ 4.1 ） （ 18.2 ）

209,790 0.5 330,790 540,580 1.0 2,976,000 4.3 18.2

（ 1,119,738 ） （ 1.5 ） （ 98.7 ）

1,054,918 2.7 50,019 1,104,937 2.1 1,189,257 1.7 92.9

（ 40,635,070 ） （ 56.1 ） （ 63.6 ）

20,695,769 52.0 5,140,631 25,836,400 48.9 37,515,269 54.0 68.9

（ 71,344,510 ） （ 98.5 ） （ 72.5 ）

39,090,414 98.3 12,618,797 51,709,211 97.9 68,331,924 98.4 75.7

（ 1,118,740 ） （ 1.5 ） （ 100.0 ）

671,244 1.7 447,524 1,118,768 2.1 1,118,740 1.6 100.0

（ 72,463,250 ） （ 100.0 ） （ 72.9 ）

39,761,658 100.0 13,066,321 52,827,979 100.0 69,450,664 100.0 76.1

（ 14,588,190 ） （ 20.2 ） （ 90.0 ）

①＋②＋③ 8,752,913 22.0 4,376,546 13,129,459 24.8 14,588,190 21.0 90.0

地 方 特 定 事 業 費

平 成 1 ４ 年 度 予 算平 成 １ ５ 年 度 予 算

土 木 関 係 ①

農 林 水 産 関 係 ②

緊 急 地 方 道 路

整 備 事 業 費

緊 急 林 道

整 備 事 業 費

緊 急 農 道

整 備 事 業 費

公 共 つ ぎ た し

そ の 他

合 計

枠 県 単 事 業 再 計

投 資 的 経 費

県 単 事 業 計

土 木 事 業

維 持 補 修 費 ③



平成１５年度６月補正予算　　特別会計・企業会計

特 別 会 計

既 決 予 算 ６ 月 補 正 予 算 計 当初予算額 ９月現計予算額

会 計 名 （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） Ａ/Ｂ×100 Ａ/Ｃ×100

用 品 等 集 中 管 理 事 業 277,270 277,270 331,995 331,995 83.5 83.5

災 害 救 助 基 金 1,496 1,496 2,575 2,575 58.1 58.1

母子寡婦福祉資金貸付金 123,983 123,983 124,005 132,705 100.0 93.4

中小企業支援資金貸付金 9,493,048 9,493,048 6,783,323 9,761,265 139.9 97.3

農 業 改 良 資 金 貸 付 金 183,894 183,894 243,731 243,731 75.4 75.4

沿岸漁業改善資金貸付金 101,439 101,439 101,475 101,475 100.0 100.0

林 業 改 善 資 金 貸 付 金 41,405 41,405 49,706 128,656 83.3 32.2

県 有 林 事 業 104,383 104,383 151,896 151,896 68.7 68.7

用 地 先 行 取 得 事 業 90,000 4,400,000 4,490,000 1,595,000 1,595,000 281.5 281.5

駐 車 場 整 備 事 業 108,150 108,150 237,150 237,150 45.6 45.6

港 湾 整 備 事 業 2,497,828 2,497,828 2,907,771 2,907,771 85.9 85.9

下 水 道 事 業 2,607,569 600,000 3,207,569 2,879,505 2,941,398 111.4 109.0

証 紙 5,569,790 5,569,790 6,089,739 6,089,739 91.5 91.5

合 計 21,200,255 5,000,000 26,200,255 21,497,871 24,625,356 121.9 106.4

企 業 会 計

既 決 予 算 ６ 月 補 正 予 算 計 当初予算額 ９月現計予算額

会 計 名 （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） Ａ/Ｂ×100 Ａ/Ｃ×100

病 院 39,919,124 14,100 39,933,224 25,820,570 25,849,368 154.7 154.5

電 気 2,310,623 242,364 2,552,987 4,017,166 4,027,459 63.6 63.4

臨 海 工 業 用 地 等 造 成 1,098,562 138,185 1,236,747 767,302 767,302 161.2 161.2

工 業 用 水 道 880,089 14,507 894,596 819,234 822,012 109.2 108.8

水 道 用 水 供 給 5,547,317 1,401,757 6,949,074 4,436,256 4,436,256 156.6 156.6

臨 海 下 水 道 619,509 11,235 630,744 616,145 616,145 102.4 102.4

合 計 50,375,224 1,822,148 52,197,372 36,476,673 36,518,542 143.1 142.9

平 成 １ 4 年 度 対 前 年 度 比平 成 １ 5 年 度

平 成 １ ５ 年 度 平 成 １ ４ 年 度 対 前 年 度 比

（ 単 位 千 円 、 ％ ）

（ 単 位 千 円 、 ％ ）



「福井元気宣言」のビジョンを実現するため、
「新世紀政策推進枠」を設けました。
　概要は以下のとおりです。

（単位：百万円）

新世紀政策推進枠

事業数 事業費 一般財源

元 気 な 産 業 39 3,832 327

元 気 な 社 会 26 350 204

元 気 な 県 土 7 3,408 1,092

元 気 な 県 政 22 648 448

合 計 94 8,238 2,071

参考：部別
事業数 事業費 一般財源

総 務 部 5 105 56
県 民 生 活 部 6 424 89
福 祉 環 境 部 27 398 244
産 業 労 働 部 23 3,595 105
農 林 水 産 部 15 1,726 536
土 木 部 8 1,847 921
教 育 庁 8 110 95
警 察 本 部 2 33 25
合 計 94 8,238 2,071

「福井元気宣言」と６月補正予算



「福井元気宣言」実現のための財源確保 
 
 厳しい財政状況ではありますが、「事業を実施することで県民に

何がもたらされるか」を見極め、事業の大胆な選択と集中を図るこ

とで、財源を生み出しました。 
 財源の規模は約２１億円で、この財源を活用して「新世紀政策推

進枠」を設け、「福井元気宣言」に掲げたビジョン実現のための事業

を迅速かつ着実に実行します。 
 なお、財源確保の方法は以下のとおりです。 
 

 

１ 事務事業のスクラップ等     １，０６１百万円 

   これまで実施してきた事業について、事業効果を十分に見極め、効果が 

  十分でないと判断した事業の廃止や整理合理化を積極的に行いました。 

 

 

２ 新規大規模施設の原則凍結等     ９２０百万円 

   事業の重点化および合理化     ９２０百万円 

   政策効果を発揮するために最も合理的な方法を充分に検討することによ 

  り、当初計画していた事業費の合理化を図りました。 

 

 

３ 人件費の抑制             ９０百万円 

   知事をはじめ特別職の給料月額を１０％減額するとともに、知事部局職 

  員等の管理職手当を見直しました。 

   ・管理職手当の削減         ８６百万円 

   ・特別職給与の削減          ４百万円 



 

新 世 紀 政 策 推 進 枠 事 業 一 覧 
 

 

項       目 事   業   内   容       （単位：千円）

Ⅰ 元気な産業 
○経済対策の緊急発動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○ものづくり・新産業 

 創出等 

 １ 新技術開発による 

   産業の高付加価値化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◯新福井県経済社会活性化戦略構想策定事業        ４，４４５ 
    産業の活性化、雇用の確保を図り、元気な福井をつくるため、 

   経済界・労働界・学識経験者から人材を集め、「経済社会活性化 

   戦略会議」を設置し、年内に戦略構想を策定し、実行します。 

    委員数 １０名程度 

 

  緊急地域雇用創出特別基金事業          ４３３，６４７ 
    緊急地域雇用創出特別基金を活用し、県および市町村で緊急 

   かつ臨時的な雇用・就業の機会を創り出すための各種事業を実 

   施します。 

    事業期間 １３年度～１６年度 

    実施主体 県、市町村 

    事業費  県事業   １８２，７４６千円 

         市町村事業 ２４１，４５６千円 

 

 ◯新緊急地域雇用促進奨励金               ６，０００ 
    緊急地域雇用創出特別基金事業により雇用されていた方を 

   同事業の受託事業主が正式雇用した場合に奨励金を支給し、 

   継続的かつ安定的な雇用の拡大を図ります。 

    事業期間 １５年度～１７年度 

    奨励金  一般労働者  １人当たり３０万円（定額） 

        短時間労働者  １人当たり１５万円（定額） 

 

 ◯新新規高卒就職内定者支援セミナー事業         ２，０００ 
    新規高卒就職内定者に対し、就職時に必要な職業教育を行い 

   離職率の抑制と求人の早期回復を図ります。 

    実施主体 県 

    開催時期 １１月、２月 

 

 

 

 

 ◯新元気企業創出産学官パートナーシップ推進事業     ３，４００ 
    企業訪問により共同研究等を提案し、産学官共同研究企業数の 

   倍増を目指します。 

    実施主体 県 

    事業期間 １５年度～１７年度 

 

 ◯新研究開発成果移転推進事業              ２，６００ 
    工業技術センターの持つ研究開発成果を確実に具体的な製品や 

   事業化へ結びつけるため、事業化研究会を通じて県内企業への技 

   術等の移転を促進します。 

    事業期間 １５年度～１９年度 

 

  地域科学技術振興研究事業            ２３２，８０９ 
    複数の試験研究機関の連携による研究事業を実施するとともに、 

   研究に必要な機器を整備することにより、本県の科学技術の振興 

   を図ります。 

    事業内容 新規研究１８テーマ 



 

新 世 紀 政 策 推 進 枠 事 業 一 覧 
 

 

項       目 事   業   内   容       （単位：千円）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ２ やる気のある企業や 

   創業に対する強力な 
   バックアップ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◯新新商品創出デザイン活用普及事業          １１，０００ 
    県内企業にデザイナーを仲介し、デザインを活用した先進的な 

   商品開発モデル事例を創り出し、付加価値の高い商品開発のノウ 

   ハウを普及します。 

    事業期間 １５年度～１６年度 

    実施主体 デザインの優れた新商品開発に意欲的に取り組む企業 

    補助率  県１／２ 実施主体１／２ 

 

 

 ◯新新規創業支援事業                  ２，７００ 
    年度内に創業を希望する創業予定者５社（人）に対して、アドバ 

   イザーが集中的にアドバイスを行い、意欲ある創業予定者の事業化 

   を支援します。 

    事業期間 １５年度～ 

    事業主体 （財）福井県産業支援センター 

    補助率  国１／２ 県１／２ 

 

 ◯新ふくい産業ＩＴ高付加価値化支援事業         ３，５００ 
    今後の成長が期待されるデジタル映像産業や小規模なＩＴベンチ 

   ャーに対する支援を充実するとともに、中小企業の戦略的情報化を 

   支援する体制を強化します。 

    事業期間 １５年度～ 

    事業主体 （財）福井県産業支援センター 

 

 ◯新商業・サービス業次世代人材育成支援事業       ３，０００ 
    個店および商店街の強化のために、意欲のある中小小売商業者等 

   を対象に講演、演習等を行い、商店街の活性化を図ります。 

    事業期間 １５年度～ 

    事業主体 福井商工会議所 

    補助率  国１／２ 県１／２ 

 

 ◯新緊急経営改善借換資金貸付金   貸付枠   ７，０００，０００ 
                  貸付利率  年１．４％ 
    借換えのための資金等を貸し付ける制度を設け、県内中小企業者 

   の資金繰りの緩和や新たな資金の確保を図り、経営の改善を支援し 

   ます。 

    資金使途 県制度融資の借換資金、運転（設備）資金 

    融資期間 １０年以内（据置１年以内） 

 

 ◯新中小企業再生支援資金貸付金   貸付枠   １，０００，０００ 
                  貸付利率  年１．９％ 
    福井県中小企業再生支援協議会の支援により策定された経営改善 

   計画に基づく企業の再生に必要な資金を貸し付ける制度を設け、中 

   小企業者の再生に向けた取組みを支援します。 

    融資期間 １０年以内（据置２年以内） 

 

 

 

 



 

新 世 紀 政 策 推 進 枠 事 業 一 覧 
 

 

項       目 事   業   内   容       （単位：千円）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◯新意欲ある企業支援資金貸付金   貸付枠   １，０００，０００ 
                  貸付利率  年１．４％ 
    独自の技術とやる気のある中小企業者が県産業支援センターの 

   アドバイザーの助言等を受けて策定した事業計画の実施に必要な 

   資金を貸し付ける制度を設け、チャレンジする中小企業を支援し 

   ます。 

    資金使途 事業計画に基づく新規事業資金 

    融資期間 ７年以内（据置１年以内） 

 

 ◯新「南青山２９１」利用促進事業            ３，３６７ 
    「南青山２９１」の利用促進を図るため、小売店等を対象に新酒 

   発表会等のイベントや県産品の展示販売を行います。 

    事業期間 １５年度 

    実施主体 県 

 

 ◯新産業支援相談ブース設置事業               ８００ 
    県庁１階に産業支援相談ブースを設置し、中小企業者等の相談 

   を受けることにより、中小企業の経営を支援します。 

    事業期間 １５年度～ 

    実施主体 県 

 

 ◯新眼鏡産地デザイン力強化事業             ６，４００ 
    国内外のデザイン関連学校と交流し、優れた眼鏡デザインの 

   開発や蓄積をすることにより、眼鏡産業のデザイン力の強化を 

   図り、産地企業の競争力を強化します。 

    実施主体 産地ブランド確立支援協議会 

 

 ◯新伝統工芸ふくいコレクション開催事業         ８，０００ 
    世界的デザイナー桂由美と本県の伝統工芸がタイアップして、 

   生活提案型商品の開発を行うとともに、「南青山２９１」において 

   成果発表会を行い、伝統的工芸品産業の活性化を図ります。 

    実施主体 県 

 

 ◯新伝統的工芸品産業連携型マーケティング 
                  活動支援事業    ８，０００ 
    伝統工芸品産業の産地メーカーや産地問屋のグループが連携して 

   行う先進的な商品開発、販路拡大等を支援し、伝統的工芸品産業 

   の活性化を図ります。 

    実施主体 伝統的工芸品を製造、販売する事業者で構成された 

         グループまたは法人 

    補助率  国１／３ 県１／３ 実施主体１／３ 

 

 ◯新ものづくり産地連携新需要創出事業         １２，０００ 
    県内の産地組合が相互に連携し、または他分野と連携して行う 

   新商品の開発、販路開拓等を支援し、産地の活性化を図ります。 

    実施主体 産地組合等 

    補助率  上限 ４,０００千円 

    補助数  ３団体（１５年度） 



 

新 世 紀 政 策 推 進 枠 事 業 一 覧 
 

 

項       目 事   業   内   容       （単位：千円）

 

 ３ 人づくり 

 

 

 

 

 

 

 
 ４ 新たな販路開拓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５ 先端産業の誘致 

 

 

 

○福井の豊かさを支える 

農林水産業 

 １ 農 業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◯新県立大学ビジネススクール開設準備事業        １，５００ 
    国際性豊かな即戦力のある人材を養成するためのビジネススク 

   ールとして、県立大学に「専門職大学院」を設置し、平成１８年 

   ４月までの開学を目指して準備を進めます。 

    事業期間 １５年度～１７年度 

    事業内容 ビジネススクール開設準備会（仮称）の設置等 

 

 

 ◯新繊維産業海外マーケット開拓支援事業         ５，０００ 
    繊維関連中小企業グループが行う海外展示商談会への出展等を 

   支援し、繊維製品のさらなる需要拡大を図ります。 

    実施主体 繊維関連中小企業グループ 

    補助率  県１／２ 事業主体１／２ 

 

 

 ◯新眼鏡産業中国マーケット開拓支援事業         ７，３４１ 
    眼鏡企業等が行う中国国内での展示会の開催等を支援し、眼鏡 

   製品の中国における販路開拓を図ります。 

    実施主体 （社）福井県眼鏡協会 他 

 

 

  企業立地促進補助金                ２９，８００ 
    先端技術産業等の立地を促進し、本県の産業構造の高度化と雇用 

   機会の拡大を図ります。 

 

 

 ◯新福井県産農林水産物トレーサビリティ 
                確立推進事業     ３３，４２５ 
    県産農林水産物の生産から流通・消費に至るまでの生産履歴情報 

   を消費者に提供する体制を整備します。 

    事業期間 １５年度～１７年度 

    実施主体 県、経済連、食肉事業協同組合連合会等 

    補助率  県１／２ 実施主体１／２ 

 

 ◯新顔の見える福井県産農林水産物販売促進事業     ４９，６００ 
    県産農林水産物の生産履歴を明らかにし、その安全性をＰＲする 

   ことで、販売促進を図ります。 

    事業期間 １５年度～１７年度 

    事業主体 県、経済連、福井特産品販売協議会等 

    補助率  県１／２ 実施主体１／２ 

 

 ◯新食品衛生総合対策事業                １，３８５ 
    消費者保護を第一とし、農場から食卓まで一貫した食品安全シス 

   テムの確立のため、総合的な食品の安全性確保に関する行動計画を 

   策定します。 

    事業期間 １５年度 

    事業主体 県 

 

 



 

新 世 紀 政 策 推 進 枠 事 業 一 覧 
 

 

項       目 事   業   内   容       （単位：千円）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◯新ＪＡＳ法に基づく食品表示適正化事業         ２，６２２ 
    ＪＡＳ法に基づく食品表示制度の充実強化のため、表示ウオッチ 

   ャーを設置し指導を行うとともに、制度の普及啓発に努めます。 

    事業期間 １５年度～１７年度 

    実施主体 県 

 

 ◯新福井型食生活推進事業               １３，５００ 
    福井型食生活の定着に向けて、生産者、消費者、教育・保健関係 

   者が連携して情報の提供と意識啓発を行い、福井の地産地消運動を 

   進めます。 

    実施期間 １５年度～１７年度 

    実施主体 県、県農協中央会等 

    補助率  国１／２ 県１／２ 

 

 ◯新地場産学校給食推進事業              １０，３００ 
    生産者の顔が見える安全で安心な食材を使った地場産学校給食を 

   促進します。これにより、農林漁業者の安定した販路を確保します。 

    事業期間 １５年度～１７年度 

    実施主体 県、市町村、生産者組織・団体 

    補助率  県１／２ 実施主体１／２ 

 

 ◯新生産組織高度化支援事業               ８，０００ 
    既存の農業生産組織がより高度な経営体となるよう、経営分析や 

   経営相談を行います。 

    事業期間 １５年度～１７年度 

    実施主体 農業会議 

    事業内容 組織形態の高度化を目指す生産組織の認定 

         組織形態の高度化に向けた支援活動の実施 

 

  地域農業担い手支援事業              ３２，４００ 
    農業経営体が、規模の拡大や複合経営の導入を図る際の機械導 

   入等の投資に補助を行い、健全な経営体の育成を図ります。 

    事業期間 １５年度～１７年度 

    実施主体 農地保有合理化法人等 

    補助率  県１／３ 市町村１／６ 実施主体１／２ 

 

 ◯新いきいき女性・熟年農業者活動支援事業       １２，５００ 
    農業の活性化のため、女性と熟年農業者のグループを育成する 

   とともに、商品開発や簡易な施設整備等に対して補助を行います。 

    事業期間 １５年度～１７年度 

    実施主体 県、市町村、農協、女性・熟年農業者グループ 

 

 ◯新環境調和型農業ふくいモデル育成事業         ６，６５０ 
    環境調和型農業に取り組む知事認定のエコファーマーをグループ 

   化し、研修会等を実施するとともに、有機栽培の取組みに必要な生 

   産資材や病害虫の防除に対して補助を行います。 

    事業期間 １５年度～１７年度 

    実施主体 県、モデル集団 

    補助率  県１／２ 実施主体１／２ 
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 ２ 林業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ３ 水産業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◯新福井型エコツーリズム推進事業            ２，７００ 
    自然の語り部の養成研修等を行い、本県独自の魅力を活かした 

   「福井型エコツーリズム」の推進に取り組みます。 

    事業主体 県 

    事業内容 自然の語り部養成研修、自然体験プログラムの開発、 

         関係団体等を含めた講演会 等 

 

 ◯新木とのふれあい環境づくり推進事業         １０，０００ 
    福祉施設や教育施設への県産材の活用や、イベントでの県産 

   材を用いたＰＲ製品の頒布に対して補助を行います。 

    事業期間 １５年度～１７年度 

    実施主体 市町村、協同組合、各種法人等 

    補助率  １／２ 実施主体１／２ 

 

 ◯新安心と満足の福井材ふれあい事業          １１，９４５ 
    福井材と県外産材との価格差を補てんし、生産量を増やすこと 

   で中期的なコストダウンを図り、福井材を使った木造建築を増や 

   します。 

    事業期間 １５年度～１７年度 

    実施主体 福井材生産認定業者、県 

    補助額  ７，０００円／ｍ3 

 

 ◯新良質住宅普及促進事業               ４６，０００ 
    利子補給から補助に制度を変更し、性能表示制度を利用した 

   住宅を対象として、質の高い住宅の普及を図ります。 

    補助金額 基礎要件住宅    ４００千円 

         基礎＋上質要件住宅 ８００千円 

 

 ◯新産地ふくい水産流通機能強化事業           ２，７２５ 
    県産水産物（養殖魚）のトレーサビリティシステムの導入の 

   ための検討会や研修会を開催し、また、学校給食への県産水 

   産物の導入に向けた取組みを推進します。 

    事業期間 １５年度～１８年度 

    実施主体 県、福井県漁業協同組合連合会 

    補助率  国１／２、１／３ 県２／３ 実施主体１／２、１／３ 
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Ⅱ 元気な社会 
○女性の元気が福井の元気 

 １ 女性の感性を県政 

   に反映 

 

 

 

 
 ２ 女性の起業や経営 

   革新を支援 

 

 

 

 

 

 

 
 ３ 子育てと自己実現の 

   ための活動が両立 

   できる環境づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◯新福井女性会議開催事業                １，５００ 
    県内の女性を広く募り、県政の様々な課題について意見や 

   提言を求め、女性の持つ優れた感性や発想を県政に反映さ 

   せます。 

    対象者 県内在住の２０歳以上の女性 ５０名（一般公募） 
 

 

 ◯新女性企業家支援事業                 ２，０００ 
    女性企業家のための相談窓口の設置や女性の異業種交流会 

   の開催により、女性が創業や経営革新に取り組みやすい環境 

   を整備します。 

    事業期間 １５年度 

    実施主体 （財）福井県産業支援センター 

    補助率  国１／２ 県１／２ 

 

 

  第三次子育て支援総合計画（仮称）策定事業      ４，９００ 
    子どもを安心して生み育てることができる社会の実現を目指 

   して、第三次子育て支援総合計画を策定します。 

    事業期間 １５年度～１６年度 

    実施主体 県 

 

 ◯新子育てにやさしいまちづくり推進事業        １７，１１０ 
    ＮＰＯとの連携や、市町村での子育て支援体制の強化を図り、 

   子育てにやさしいまちづくりを進めます。 

    実施主体 県、市町村 

    事業内容 子育てにやさしいまちづくり応援事業 

         少子化対策県民キャンペーン事業 

         市町村地域育て支援事業 

 

 ◯新まちなかキッズルーム設置促進事業         ３５，０００ 
    乳幼児連れの利用者が見込まれる施設での授乳施設や、おむつ 

   の交換設備等の整備を支援し、家族がいつでも気軽に外出できる 

   環境をつくります。 

    実施主体 県、市町村 

    補助率  市町村有施設 県１／２ 市町村１／２ 

         民間施設   県１／２ 市町村１／４ 設置者１／４ 

 

 ◯新小児救急医療支援事業                １，３７６ 
    小児医療について、病院の輪番制による救急医療体制を確立 

   し、急な入院加療が必要な子どもに対して的確な治療が行える 

   体制を整備します。 

    事業期間 １５年度～ 

    実施主体 市町村 

    補助率  国事業分 国１／３ 県１／３ 市町村１／３ 

         県事業分 県１／２ 市町村１／２ 
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○未来を託す人づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◯新周産期医療体制整備事業               ９，０００ 
    新県立病院における総合周産期医療センターの整備と併せて、 

   危険性の高い妊娠や出産における安全性を確保する体制を確立 

   します。 

    事業期間 １５年度 

    事業主体 県 

    事業内容 周産期医療情報ネットワークの整備等 

 

 

 ◯新教員指導力向上事業                 １，７００ 
    大手予備校講師を招き、教員を対象に実践的な研修会を開催 

   し、高校教員の教科指導力の向上を図ります。 

    事業内容 教科指導法、入試問題の分析方法等の研修 

    委託先  福井県高等学校校長協会 

 

 ◯新県立高等学校冷房設備設置促進事業         ８４，０８５ 
    県立高校において、ＰＴＡ等による教室への冷房設備の設置 

   のため、必要となる諸設備を整備して、生徒の学習意欲の向上 

   を図ります。 

    事業主体 県 

    事業内容 電源設備の増設および改造工事 

         電気配線等の主要幹線設備工事 

 

 ◯新学力向上特別対策事業                ８，３００ 
    児童・生徒学力調査の結果を踏まえ、主要教科の弱点克服のた 

   めのドリルを作成し、県内全小中学校で実施することにより、児 

   童・生徒の学力向上を図ります。 

    対象教科 小学校 国語、算数、理科、社会 

         中学校 英語、国語、社会、数学、理科 

 

 ◯新英会話力向上事業                  ５，０００ 
    小・中・高等学校における英会話力向上のための取組みを推進 

   し、児童・生徒の英会話能力を積極的に育成します。 

    対象 小・中・高等学校５０校 

 

 ◯新「福井型コミュ二ティ・スクール」推進事業      １，８００ 
    家庭・地域との連携による新しいタイプの学校づくりのため、 

   モデル校を指定し、本県にふさわしい「福井型コミュニティ・ 

   スクール」のあり方を研究します。 

    対象校 県内の３小・中学校 

 

 ◯新家庭・地域・学校連携教育力向上推進事業       ２，８００ 
    家庭・地域・学校がそれぞれの役割を果たしつつ、連携しな 

   がら教育課題を解決し、社会全体の教育力を向上させるための 

   実践研究を行います。 

    事業期間 １５年度～１６年度 

    実施主体 県 
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○活き活きやさしい福井 

 づくり 

 １ 元気百歳 

   プロジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◯新運動部活動いきいき事業               ３，５３３ 
    地域のスポーツ指導者を学校に派遣するとともに、顧問教員の 

   資質向上を図るための研修会を開催し、運動部活動を通じた児童 

   生徒の体力向上を図ります。 

    事業主体 県、市町村 

    補助率  国１／３ 県１／３、２／３ 市町村１／３ 

 

 

 ◯新元気長生きがん予防推進事業             １，５００ 
    県民への意識啓発や、市町村が行うがん検診の充実強化を働き 

   かけることにより、がん予防対策を強化します。 

    事業期間 １５年度 

    事業主体 県 

    事業内容 がん予防リーフレットの作成等 

         がん予防講演会等への専門医師の派遣 

 

 ◯新福井アクティブ９０ヘルスプラン改定事業       ２，１００ 
    県民の生涯を通じた健康づくりを推進するため、「福井アクティ 

   ブ９０ヘルスプラン」を改定し、新しい健康増進計画を策定します。 

    事業期間 １５年度 

    実施主体 県 

 

 ◯新一団体一健康づくりネットワーク化事業        ３，４４４ 
    健康づくりに取り組んでいる団体等に関する情報を提供し、県 

   民自らが積極的に健康づくりに参加できる環境を整備します。 

    事業期間 １５年度～１７年度 

    事業主体 県 

    事業内容 「バーチャルネットワークふくい健康広場（仮称）」 

         の整備運営、健康づくり推進大会の開催 

 

 ◯新高齢者の体力づくり研修・普及事業          ２，０００ 
    高齢者が個々に応じた健康づくり活動を実践せきるように、 

   老人クラブ連合会が行うリーダー養成研修等を支援します。 

    事業期間 １５年度～１７年度 

    実施主体 県老人クラブ連合会 

 

 ◯新歯科健診受診率アップ事業              １，５４７ 
    個別歯科健診や個別歯科保健指導の提供についての支援体制を 

   確立して、歯科健診受診率の向上を図ります。 

    事業期間 １５年度 

    事業主体 県 

    事業内容 モデル歯科健診の実施、医療従事者に対する研修等 

 

 ◯新セルフケアの健口（けんこう）づくり事業       ９，３４２ 
    県民の歯の健康づくりを推進するため、子どもから高齢者まで 

   各ライフステージに応じた歯と口の健康づくりに取り組みます。 

    事業主体 県 

    事業内容 高齢者の歯科保健調査 

         指導者研修会の開催 等 
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２ 一人ひとりの命が 

   輝く福祉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  県有施設バリアフリー整備事業           ７４，３６２ 
    県有施設のバリアフリー化を計画的に進めるため、県立大学や 

   警察署のバリアフリー化を行います。 

    整備内容 誘導ブロック設置、段差解消、身障者用駐車場、 

         身障者トイレの設置等 

 

  民間施設バリアフリー整備事業           ２５，０００ 
    不特定の人が利用する民間施設（商業施設、交通施設、宿泊施設） 

   のバリアフリー整備に対して支援を行い、福祉のまちづくりを進め 

   ます。 

    補助率 県１／２ 市町村１／４ 事業者１／４ 

 

 ◯新在宅復帰支援事業                  ３，４５５ 
    特別養護老人ホームの入所者で、在宅復帰を希望する人に対して、 

   在宅での介護の試行体験等を支援し、在宅復帰を進めます。 

    事業期間 １５年度～１７年度 

    実施主体 市町村、介護保険広域連合 

    補助率  県１／２ 市町村等１／２ 

 

 ◯新福祉の地域づくり推進支援事業            ３，１００ 
    住民の主体的参加による様々な地域福祉活動が一層活発に展開 

   されるよう、実践発表交流会の開催や人材の養成研修を行います。 

    事業期間 １５年度～１７年度 

    実施主体 県 

 

 ◯新福祉ボランティア活動の場づくり支援事業       ４，０００ 
    市町村社会福祉協議会が行うボランティア団体の活動の場 

   の確保に対して助成を行い、ボランティア活動の一層の促進 

   を図ります。 

    実施主体 市町村社会福祉協議会 

    補助率  国１／３ 県１／３ 市町村社協１／３ 

 

 ◯新精神障害者生活訓練施設・設備整備事業       ４２，３６７ 
    回復の途上にある精神障害者の生活指導を行う生活訓練 

   施設の整備に対して支援することで、障害者の社会復帰を 

   促進します。 

    対象施設 ハウスやわらぎ（仮称）［福井市］ 

    実施主体 （福）六条厚生会（仮称） 

    補助率  国１／２ 県１／４ 設置者１／４ 
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Ⅲ 元気な県土 
○福井は列島のまん中 

―より近くより便利に― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◯新嶺南地域鉄道（敦賀までの直流化）整備事業    ３３５，５００ 
    敦賀までの直流化工事について、ＪＲ西日本に助成し、今年 

   秋の工事着工、平成１８年の開業を目指します。 

    事業期間 １５年度～１８年度 

    事業主体 ＪＲ西日本 

 

  道路事業                  １，３６０，０００ 
    今回、県内交通の要となる主要な県管理道路において現道の 

   拡幅や線形改良またはバイパス等の建設事業を計上しました。 

 

  広域農道整備事業              １，２００，１６９ 

  ふるさと農道緊急整備事業            ３３０，７９０ 
    今回、農産物の流通の合理化と生産性の高い農業を促進し、 

   農村環境の改善を図るため、広域的な農道整備事業を計上しま 

   した。 

 

 ◯新新世紀ふくい生活交通活性化支援事業        ３５，０００ 
    「新世紀ふくい生活交通ビジョン」に基づき、市町村や広域生 

   活交通活性化協議会が実施する施設整備や利用促進への取組みを 

   支援します。 

    実施主体 市町村、広域生活交通活性化協議会 

    補助率  県１／２ 実施主体１／２ 

 

 ◯新パークアンドライド渋滞対策モデル事業      １４１，０００ 
    福井市街地へアクセスする鉄道駅周辺の県管理道路に駐車場を 

   整備して、鉄道の利用を促すことにより、福井市内の渋滞緩和を 

   図ります。 

    事業期間 １５年度～１７年度 

    事業内容 パークアンドライド型駐車場の整備 

 

  空港利活用推進事業                 ４，９１５ 
    「福井空港利活用推進計画」に基づき利活用を計画的かつ着実 

   に進めるため、モデルチャーター便の運行などを行います。 

    事業内容 チャーター便の試験運航 

         エアポートセールス等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

新 世 紀 政 策 推 進 枠 事 業 一 覧 
 

 

項       目 事   業   内   容       （単位：千円）

Ⅳ 元気な県政 
○新しい福井県政府の樹立 

 １ リーダーシップ 

 

 

 

 

 

 
 ２ フレンドシップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○夢あるふるさとづくり 

 １ 公共施設等の利便性 

   向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ２ 環境保全 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◯新庁内ベンチャー事業                 １，３５０ 
    ２１世紀型の行政課題に取り組むため、若手職員グループに新 

   しい行政課題を与え、解決方法の提言を受け、優秀な提言を施策 

   に反映させます。 

    実施期間 １５年度～ 

    実施主体 県 

 

 

 ◯新ＮＰＯ協働推進ガイドライン（仮称）策定事業       ６００ 
    行政とＮＰＯとの協働の手法を各種施策に取り入れる際の、基 

   本的な考え方をまとめたガイドラインを作成します。 

 

 

 ◯新ＮＰＯ協働モデル事業                ９，０００ 
    ＮＰＯとの協働モデル事業を行い、この成果を今後の行政施策 

   に反映させます。 

    事業内容 県内のＮＰＯに事業を委託（６団体） 

 

 

 ◯新フレンドリーバス試行事業             ４２，４１０ 
    福井駅から県立図書館、生活学習館行きの無料のフレンドリー 

   バスを試行運転します。 

    事業内容 図書館等の開館時間に合わせ３０分間隔で運行 

         ノンステップバス（低床バス）の導入 

 

 ◯新フレンドリーアート推進事業             ３，０００ 
    嶺南地域から県立美術館や県立音楽堂での大規模な展覧会等に 

   無料バスを運行するとともに、移動企画展を開催します。 

    実施主体 県 

    事業内容 移動美術館を年３回開催 

         県立歴史博物館の移動企画展開催 

 

 

 ◯新地球温暖化防止実践活動促進事業           ５，０００ 
             （地域活動支援事業） 
    市町村が実施する住民を対象とした地球温暖化防止に効果の 

   ある事業に助成して、日常生活に伴う温室効果ガスの削減を図 

   ります。 

    実施期間 １５年度～１７年度 

    補助率  県１／２ 市町村１／２ 補助限度額５００千円 

 

 ◯新地球温暖化防止キャンペーン事業          １８，９００ 
    地球温暖化防止月間（１２月）を中心に、各種広報媒体を活 

   用したキャンペーンを展開し、環境に対する県民意識の醸成を 

   図ります。 

    事業期間 １５年度 

    事業内容 テレビ、ラジオで普及啓発、環境ビジネス展の開催 

 

 



 

新 世 紀 政 策 推 進 枠 事 業 一 覧 
 

 

項       目 事   業   内   容       （単位：千円）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◯新ふれあいエコ活動活性化事業             ３，５９７ 
    子どもたちの環境学習や環境保全団体の先進的な活動に対し 

   て支援します。 

    実施期間 １５年度～１７年度 

    補助率  １／２ 

    補助対象 １０団体 

 

 ◯新低公害車導入促進事業                ９，７００ 
    低公害車（ハイブリッド車、電気自動車）の購入費に対する 

   助成を行い、環境にやさしい低公害車の普及を図ります。 

    実施期間 １５年度～１８年度 

    補助率  市町村の補助額 

         （原則として通常車両との価格差の１／４） 

         の１／２以内、ただし、価格差の１／８を上限 

 

 ◯新環境マネジメントシステム構築支援事業        ２，５００ 
    企業等での環境マネジメントシステムの構築を支援します。 

    実施期間 １５年度～１７年度 

 

  廃棄物処理施設整備事業             １０５，５２６ 
    市町村等が行う廃棄物処理施設の整備に対して補助を行います。 

    実施主体 市町村、一部事務組合 

    対象施設 ごみ焼却施設 大野・勝山 

         リサイクルプラザ（センター） 

           大野・勝山、大飯町、高浜町 

         埋立処分地施設 

           南越（適正閉鎖含む）、美方、敦賀市 

 

 ◯新資源循環拠点地域具体化研究支援事業         １，４００ 
    事業化の可能性の高いリサイクル関連事業について、民間主導 

   による具体化に向けた研究を支援します。 

    事業期間  １５年度 

    対象分野  自動車リサイクル、繊維リサイクル 

    補助対象  自動車関係団体、繊維関係団体 

 

 ◯新太陽光発電等住宅設備設置促進事業         ９０，０００ 
    太陽光発電などの環境に配慮した住宅工事に対して、市町村が 

   一部助成を行う場合に補助を行います。 

    対象設備 太陽光発電設備、屋根融雪・雨水再利用設備 

         雨水再利用設備、太陽熱温水設備 

         風力発電設備 

    実施主体 市町村 

    補助率  事業費の１／３以内 

         （県１／２ 市町村１／２） 

 

  太陽光発電設備設置推進事業            ９５，８００ 
    県庁舎や県立学校の一部に太陽光発電設備を設置し、県自らが 

   新エネルギーの推進に率先して取り組みます。 

    設置箇所 県庁舎、武生高等学校、大野高等学校 



 

新 世 紀 政 策 推 進 枠 事 業 一 覧 
 

 

項       目 事   業   内   容       （単位：千円）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ３ まちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 安全・安心 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◯新重要里地里山の保全・活用対策事業          ３，７６７ 
    希少な野生生物が生息する里地里山を保全するため、県内の生 

   息概況調査を行い、重要な里地里山の保全、活用に取り組みます。 

    事業内容 希少野生生物の生息状況の調査および報告書の作成 

 

 ◯新地域と連携した里地希少野生生物保全対策事業     ４，８００ 
    アベサンショウウオの国内最大の生息地である武生市西部地域 

   の自然環境を保全、活用するための総合的な計画を策定します。 

    実施期間 １５年度～１６年度 

 

 

 ◯新チャレンジショップ形成支援モデル事業       １２，９００ 
    福井市中心市街地の空き店舗を活用したチャレンジショップの 

   開設を支援し、新規開業や中心市街地の活性化を図ります。 

    事業期間 １５年度 

    実施主体 まちづくり福井（株） 

    補助率  国１／２ 県１／２ 

 

 ◯新歴史の香る建造物保存・活用事業          １２，８７５ 
    貴重な歴史的建造物を地域づくりや街並みの拠点として保存、 

   活用しようとする市町村や地域づくり団体に対して補助を行い 

   ます。 

    実施期間 １５年度～ 

    実施主体 市町村、地域づくり団体 

    補助率  県１／３ 市町村２／３（地域づくり団体に対 

         しては市町村が助成する額の１／２） 

 

 

 ◯新歩道除雪モデル事業                ４３，０００ 
    冬期間の交通弱者の歩行道確保のため、県下小学校周辺の県 

   管理歩道をモデル地域として除雪を行います。 

    実施主体 県 

    除雪範囲 モデル校を中心に半径５００ｍ程度 

 

  雪寒道路事業費                 １４９，０００ 
    今回、主要な県道の道路消雪施設整備事業を計上しました。 

    路線名 主要地方道福井朝日武生線等 

 

 ◯新来日外国人犯罪・広域組織犯罪対策事業       ２９，９５０ 
    国際捜査官の養成や、犯罪者を制圧する資機材の整備などを行 

   います。 

    実施主体 県 

    事業内容 北京語、ポルトガル語の通訳官の養成（各２名） 

 

 ◯新身近な犯罪対策事業                 ３，０５７ 
    街頭犯罪など県民が不安を感じている身近な犯罪を抑止するた 

   め、現場における鑑識活動を充実します。 

    事業内容 交番等１４３カ所に鑑識鞄を設置等 

 



予算編成過程への県民参加について

　　　　　　　　　　　　 （結果）

平成１５年６月２５日

福　　　 井 　　　県



県民の皆さまへ

　

　去る６月８日から１５日まで、県のホームページで「福井元気宣言」の実現に密接に関連する３１の事業について、予算

要求の段階で皆さまにお示しし、ご意見、ご提案を伺いました。

　８日間という短い期間でしたが、５０件を超える有益なご意見、ご提案を頂き、心からお礼申し上げます。

　これらのご意見等につきましては、知事査定の場において随時とり入れながら、６月補正予算案を編成いたしました。

　このホームページでは、皆さまのご意見等が知事査定の中でどのようにとり入れられ、６月補正予算案に反映したか、そ

の検討内容と結果をお示ししています。

　今後とも県民に開かれた県政の実現のため、一層の情報公開と県民参加の推進に取り組んでまいりますので、皆さまのご

理解とご協力をお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１５年６月２５日　　福井県知事　　西川　一誠



Ⅰ　元気な産業 要求額 予算計上額

１　経済対策の緊急発動

　産‐１　新規高卒就職内定者支援セミナー事業 4,700 2,000

２　ものづくり・新産業創出

　産‐２　元気企業創出産学官パートナーシップ推進事業

　産‐３　新規創業支援事業

　 3,400
   2,700

　 3,400
   2,700

　産‐４　「南青山２９１」利用促進事業    3,367    3,367
　産‐５　新商品創出デザイン活用普及事業 　11,000 　11,000
　　　　　眼鏡産業中国マーケット開拓支援事業

　産‐６　眼鏡産業中国市場開拓支援事業

　産‐７　女性企業家支援事業

   7,341
　 2,000

   7,341
　 2,000

　総‐１　県立大学ビジネススクール開設準備事業    1,500    1,500
３　福井の豊かさを支える農林水産業

　農‐１　福井グリーンツーリズム推進センター開設事業 9,790 再検討

　　　　福井県産農林水産物トレーサビリティシステム確立推進事業

農‐２　トレーサビリティシステム確立推進事業

 
 5,500

 
33,425

農‐３　地場産学校給食推進事業   10,300   10,300
　農‐４　環境調和型農業ふくいモデル育成事業    6,650    6,650
　福‐１　福井型エコツーリズム推進事業  　2,700  　2,700
Ⅱ　元気な社会

４　女性の元気が福井の元気

　総‐２　福井女性会議開催事業    1,500    1,500
　福‐２　まちなかキッズルーム設置促進事業   35,000   35,000

５　未来を託す人づくり

　教‐１　教員指導力向上事業    1,700    1,700
　　　　　学力向上特別対策事業

　教‐２　学力向上実践研究推進事業

 
 23,000

 
  8,300

　　　　　英会話力向上事業

　教‐３　英語教員資質向上研修事業 2,300 5,000
　教‐４　「福井型コミュニティ・スクール」推進事業 　 1,800 　 1,800
　教‐５　県立高等学校学習環境整備促進事業   84,085   84,085

６　活き活きやさしい福井づくり

　福‐３　元気長生きがん予防推進事業    1,685    1,500
Ⅲ　元気な県土

７　原子力は県民の立場に立って

８　福井は列島のまん中－より近くより便利に

　土‐１　パークアンドライド渋滞対策モデル事業 141,000  141,000
Ⅳ　元気な県政

９　新しい福井県政府の樹立

　総‐３　「座ぶとん」集会の開催 （既決予算で対応）

　県‐１　ＮＰＯ協働モデル事業   9,000   9,000
10　夢あるふるさとづくり
　　　　　フレンドリーバス試行事業

　県‐２　フレンドリーバス推進事業

 
27,579

 
42,410

　教‐６　フレンドリーアート推進事業   3,000   3,000
　総‐４　太陽光発電設備設置推進事業

　　　　　太陽光発電等住宅設備設置促進事業

　土‐２　環境配慮型住宅設備設置促進事業

 95,800
 90,000

 95,800
 90,000

　福‐４　低公害車導入促進事業 ‐   9,700
　　　　　歴史の香る建造物保存・活用事業

　土‐３　歴史的建造物保存・活用事業

 
‐  12,875

　　　　　歩道除雪モデル事業

　土‐４　雪みち歩行空間確保モデル事業

 
43,000

 
43,000



1

県民の皆さまのご意見等を知事査定で予算案にとり入れた事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　　　項　　　　　目 担当部局 ご意見等（要旨） 知事からのコメント 予算計上額

１５，０００人の雇用創出 産業

　労働部

１　「就職してもすぐに辞めていく」と

　いう声があり、新規高卒については、求

　人確保よりも、就職後の早期退職等

　を予防するため職業訓練や心がま

　えに力を注いではどうか。

新規高卒就職内定者

　　　　　　　支援セミナー事業

新規高卒求人緊急確保事業

　　
　ご意見を踏まえ、新規高卒就職者の

離職率が高まっている現在、その質的

向上を確実に図り、求人確保につなげ

ることが重要と判断し、今回、職業人

教育を行うための「新規高卒就職内定

者支援セミナー事業」を予算計上する

こととしました。

　一 方、「新規高卒 求人緊急確 保事

業」については、さらに検討する余地

があると判断し、予算計上をしないこ

ととしましたが、より効果的な雇用創出

の方策を、今後「経済社会活性化戦略会議」

で検討し、年内実施を進めていきたいと考

えており、９月補正予算以降に対応します。

　  2,000

　　4,700

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



2

県民の皆さまのご意見等を知事査定で予算案にとり入れた事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　　　項　　　　　目 担当部局 ご意見等（要旨） 知事からのコメント 予算計上額

グリーン・ツーリズム

　　　　　　　　　を推進

農林

　水産部

１　官より民主体で推進し、責任ある事

　業団体を支援、助成して欲しい。

２　総合インフォメーションセンターと

　サブインフォメーションセンターを設

　置するほか

　・民宿はグリーンツーリズム型に経営

　　転換

　・公営宿泊所が食事メニューを指導

　・地域ごとに体験メニューのモデルを

　　つくり独自性をアピール

　・顧客リストづくり、経験者とアシス

　　タントのリストアップ

福井グリーンツーリズム

　　　　　　　　推進センター開設事業

福井型エコツーリズム推進事業

　担当部からは、グリーンツーリズムを

推進するセンターの設置とフォーラムの

開催、体験施設等の運営に対するアドバイ

ス事業が要求されました。

　しかし、ご意見を受け、福井型のグリー

ンツーリズム　として何をめざし、その目

的を達成するためにどのような支援組織が

必要かについて、６月補正で予算化した「福

井型エコツーリズム推進事業」などとの連

携も踏まえ、さらに検討する必要があると

考えたため、今回は予算化せず、９月補正

予算以降に予算化することとしました。

　今後、若手職員による「県庁内ベンチャ

ー」で他県の成功事例などの調査も含め、

早急にあり方を検討するよう指示しまし

た。

    9,790

    2,700



3

県民の皆さまのご意見等を知事査定で予算案にとり入れた事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　　　項　　　　　目 担当部局 ご意見等（要旨） 知事からのコメント 予算計上額

生産者の顔が見える

　　　　　システムの確立

農林

　水産部

１　自らの県の農林水産物が安心して食

　べられることは、基本中の基本であり、

　早急に充分な取組みを行って欲しい。

福井県農林水産物

　　　　　トレーサビリティ確立推進事業

　
　担当部からは、米や野菜、畜産物などの

産物について所管課ごとに予算要求があっ

たため、ご意見を受けて、知事査定の場で

農林水産部全体で統一的で速やかな取組み

を進めることを指示しました。その結果、

トレーサビリティの確立と推進に関する事

業は「福井県農林水産物トレーサビリティ

確立推進事業」として一本化されました。

　これと併せて、福井県産農林水産物の安

全性をＰＲし、県外市場で販路を拡大する

ため、「顔の見える福井県産農林水産物販

売促進事業」（４９，６００千円）を立ち上

げました。

　 33,425
　　5,500



4

県民の皆さまのご意見等を知事査定で予算案にとり入れた事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　　　項　　　　　目 担当部局 ご意見等（要旨） 知事からのコメント 予算計上額

生産者の顔が見える

　　　　　システムの確立

農林

　水産部

１　農林水産物の安全に関する取組みを

　を全国に先駆けて行い、その内容を全

　国に向けて積極的にアピールしてはど

　うか。

顔の見える福井県産農林水産物

　　　　　　　　　　　　　販売促進事業

　県産農林水産物の販売促進についても担

当部は、産物の所管課ごとに要求をしてき

ましたので、ご意見を踏まえ、福井県産品

として統一的に安全性をＰＲし、販売促進

ができるように事業をまとめるように指示

しました。その結果、４つの事業が「顔の

見える福井県産農林水産物販売促進事業」

としてまとまり、統一の取れた取組みがで

きるようになりました。

　また、県職員自らが県産物を理解し、販

売促進の一線に立つべきとの考えから、県

職員による市場調査とＰＲのための予算を

措置しました。

　所要額の４９，６００千円はこれと類似

した４つの事業をスクラップし捻出しまし

た。

　 49,600
　　　　0



5

県民の皆さまのご意見等を知事査定で予算案にとり入れた事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　　　項　　　　　目 担当部局 ご意見等（要旨） 知事からのコメント 予算計上額

女性農業者グループの支援 農林

　水産部

１　これまで水稲を中心に規模拡大を図

　ってきたが、体力的にも無理がきかず、

　園芸などに取り組んでいます。

　　その中で作物を自分たちで販売した

　り、加工にもチャレンジし、地産地消

　に取り組もうという意見も多くなって

　います。直売所や加工施設の設置やそ

　の運営について支援をお願いしたい。

２　私達は女性農業者で農産物を栽培し

　ていますが、価格が安く自分たちで販

　売できると良いと考えています。農産

　物の直売所ができるような支援をお願

　いしたい。

いきいき女性・熟年農業者活動支援事業

　担当部からの要求は、女性および熟年農

業者（６０歳以上の農業者）のグループ化

と簡易な生産加工施設や機器の整備に対し

て補助するものでしたが、県民の皆さまか

らのご意見や熟年農業者が多い（全農業者

の 82.1％、全国７位）という福井県の特性
を踏まえて、試作品の製造やＰＲ経費など

のソフト事業に対しても、３０万円を目安

に１／２の補助を追加することとしまし

た。約１０件を見込んだため、予算額は１

５０万円の増額となりました。

    12,500
    11,000



6

県民の皆さまのご意見等を知事査定で予算案にとり入れた事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　　　項　　　　　目 担当部局 ご意見等（要旨） 知事からのコメント 予算計上額

「まちなかキッズルーム」

を１００か所設置

福祉

　環境部

１　電車などで出かけた場合に、駅のト

　イレなどにはオムツ替えができる場所

　がないので「キッズルーム」のような

　場所が多くできることを望みます。

　　また、子どもが寝てしまうこともあ

　るので、１時間ほど仮眠できるような

　ゆとりある空間整備についても配慮し

　ていただきたい。

まちなかキッズルーム設置促進事業

　ご意見を受けまして、知事査定の中で「キ

ッズルーム」では、授乳やおむつ交換だけ

でなく、休憩もでき、周囲に気兼ねせずに

利用できる空間とするよう、指示しました。

　また、県内の設置状況についても確認し

ましたが、駅には整備されていないようで

あり、民間事業者にこの制度を積極的に活

用してもらうため、制度のＰＲに力を入れ

るよう、担当部局に指示しました。

　35,000



7

県民の皆さまのご意見等を知事査定で予算案にとり入れた事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　項　　　　　目 担当部局 ご意見等（要旨） 知事からのコメント 予算計上額

高等学校教室の冷房施設の

整備を促進

教育庁 １　冷房設備設置の父兄負担軽減のため

　応分の助成をお願いしたい。

県立高等学校冷房設備設置促進事業

　予算要求の段階から、できるだけ保護者

の負担を少なくして、高等学校の冷房設備

の整備を促進するよう検討を指示していま

した。

　知事査定では、ご意見を踏まえて、受変

電設備や電気配線工事等の電源工事を県が

行うという予算案とし、全国と比べても父

兄の負担を低く抑えています。

　なお、１５年度は７校で整備を行うこと

にしていますが、今後要望に基づき、他校

にも拡大していくつもりです。

　　84,085



8

県民の皆さまのご意見等を知事査定で予算案にとり入れた事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　　　項　　　　　目 担当部局 ご意見等（要旨） 知事からのコメント 予算計上額

がん検診の徹底 福祉

　環境部

１　親族にがん手術を受けた者が何人か

　おり、早期発見が何より大事と思い知

　らされています。専業主婦の私は市の

　検診を受けようと思っていてもつい忘

　れがちになります。もっとお知らせを

　増やしたり、地域ぐるみの運動をお願

　いします。

元気長生きがん予防推進事業

　担当部から、県内のがん検診受診率が

20％弱と低く、市町村により受診率はばら
つきがあることが示されました。

　担当部局は、特に低い市町村で検診率ア

ップのためのモデル事業を考えていまし

た。しかし、がん検診自体は本来市町村の

事務であることから、県はリーフレット作

成や講演会への講師派遣等の意識啓発面で

の支援を行うこととし、検診率の向上につ

いては、市町村にその取組み強化を強く指

導、要請するよう指示した結果、予算額が

減少しました。

　また、事業所での検診率向上についても、

併せて取り組むよう指示しました。

　1,500
　1,685



9

県民の皆さまのご意見等を知事査定で予算案にとり入れた事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　　　項　　　　　目 担当部局 ご意見等（要旨） 知事からのコメント 予算計上額

フレンドリーバスの運行 県民

　生活部

１　フレンドリーバスが無料になれば図

　書館等の利用に便利。バス代が高いと

　せっかくのフレンドリーバスも台なし

　になる。

フレンドリーバス試行事業

　担当部からは現行のバス路線を図書館ま

で延長し、バスの本数も増やす案が示され

ましたが、運賃は片道２４０円のままでし

た。

　ご意見を受けて、利用者の利便性を一層

向上させる方法を検討し、福井駅から高志

高校、羽水高校を経て生活学習館、図書館

を巡回する無料の送迎バスを試行的に運行

することにしました。

　また、バスルートについては、県民の皆

様の声に応えて柔軟に対応するよう担当部

に指示しました。

　なお、バスの運行は３０分間隔と利用し

やすさに配慮しました。併せて車椅子の方

も安心して乗車できるバリアフリー仕様の

バスを導入します。是非、ご利用ください。

　
　 42,410
　 27,579



10

県民の皆さまのご意見等を知事査定で予算案にとり入れた事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　　　項　　　　　目 担当部局 ご意見等（要旨） 知事からのコメント 予算計上額

除雪体制の抜本的な改善 土木部 １　歩道除雪の必要性を強く感じるのは

　小学生の登校時です。除雪計画策定会

　議には管轄区域内のＰＴＡ代表や区長

　会代表、校長会代表が加わることを提

　案する。

　　教育の一環として小学校高学年児

　童、中学校生徒の除雪活動を行うこと

　を提案します。奉仕活動の一貫として

　取り組むことができるのではないか。

歩道除雪モデル事業

担当部からは、交通弱者の降雪時の交通

確保を目的に学校周辺でのモデル的な歩道

除雪の実施について予算要求がありました

が、ご意見を受け、知事査定の場において、

除雪だけでなく新設、改良、補修などを含

めた歩道の整備に際しては、歩きやすい道、

通りやすい道づくりを基本とすること、ま

た、その施工に当たっては、地元中小企業

者への発注や市町村との連携なども重要な

事項として一体的に取り組むことを指示し

ました。

また、事業名も県民の方に分かりやすく

雪みち歩行空間確保モデル事業から「歩道除

雪モデル事業」に見直しました。

43,000



11

予算要求段階と最終予算案で内容、金額が変化した事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　　　項　　　　　目 担当部局 　　　　　　　　　知 事 か ら の コ メ ン ト                    予算計上額

学力向上 教育庁

　

学力向上特別対策事業

学力向上実践研究推進事業

　近年、小中学生の学力の低下が懸念されていることを踏まえ、担当部局からは、県

内４２校をモデル校に指定し、基礎を確実に身につけるため指導方法を実践研究し、

その成果を来年度以降他校に普及させる事業の要求がありました。

　知事査定では、学力の低下は喫緊の課題であり、モデル校ではなく今すぐ県内の全

小中学校において対応策を実施するよう指示しました。

その結果、県で統一した弱点克服のための段階的ドリルを作成し、この１０月から

県内全小中学校で実施することになり、予算額も少なくなりました。

     8,300
    23,000

国際人の育成 教育庁 英会話力向上事業

　国際人育成の一貫として、県内児童生徒の英語のコミュニケーション能力向上を図

るため、担当部局から、県内中学高校の英語担当教員の資質向上を図るための研修を

行う事業の要求がありました。

　知事査定では、教員の資質向上も大事だが、小学生の時期から、直接英語に親しみ、

話す機会に慣れることが大事であることを指摘し、その結果、英語担当教員研修とは

別に、県内の小中高校の中で、英会話能力の向上に取り組む意欲のある学校が、独自

に実施する英会話セミナー等を支援することにし、今年度は、５０校が取り組むこと

としました。

     5,000
     2,300



12

予算要求段階と最終予算案で内容、金額が変化した事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　　　項　　　　　目 担当部局 　　　　　　　　　知 事 か ら の コ メ ン ト                    予算計上額

低公害車の導入 福祉

　環境部

　

低公害車導入促進事業

　県内において既に幾つかの市が助成制度を導入していることや全国的に助成を行っ

ている都道府県が少ないことから、知事査定では、県と市町村の役割分担について議

論を行いました。その結果、低公害車の導入をさらに促進しつつ、県と市町村が連携

できるように、市町村が補助を行う場合に、その１／２を県が助成することとしまし

た。

     9,700

歴史的建造物の保存 土木部 歴史の香る建造物保存・活用事業

歴史的建造物保存・活用事業

　歴史的な建造物の保存は重要であることには異論はなかったが、補助率をどうする

か、県と市町村との役割分担や、国の指定文化財に対する補助率等（１／２）を勘案

し、１／３の補助率としました。

また、より県民に親しみやすい名称に事業名を変更しました。

    12,825



　◎　ポイント

◎県税

　　・長引く景気の低迷等により法人二税を中心に厳しい状況が続く。平成１５年度の予算

　　　額は昭和６３年度９月現計並み

◎地方交付税

　　・臨時財政対策債への振替により減少

◎県債

　　・臨時財政対策債への振替額の増加により発行額は増加しているが、中長期財政計画

　　　に基づき、年度途中に発行する補正予算債を除いた通常の県債は、５００億円の枠内

　　　に抑制している。

◎国庫支出金

　　・平成１５年度は義務教育費国庫負担金の一部一般財源化等により減少している。

年度 県税 地方交付税 国庫支出金 その他 計

9 1,158 1,221 1,131 1,115 5,405

10 1,236 1,337 1,052 1,158 5,491

11 970 1,544 1,058 1,211 5,458

12 1,055 1,655 1,054 1,054 5,391

13 1,139 1,496 1,067 （ 600 ） 500 576 5,378

14 952 1,474 1,014 （ 718 ） 500 580 5,238

15 911 1,359 983 （ 801 ） 441 656 5,151

※１　平成１１年度、１５年度は６月現計予算による。
※２　県債欄（　）は臨時財政対策債を含めた額

675

573

県債

歳 入 予 算 （ 当 初 予 算 ） の 推 移

780

708



歳入予算の推移（一般会計）
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　◎　ポイント

◎義務的経費

　　・増加傾向にあった人件費は１４年度の給料引下げにより１５年度は減少

　　　　　　１５年度６月補正では、管理職手当、特別職給料の引下げでさらに減少

　　・扶助費は平成１２年度に介護保険の導入により大幅増となったが、平成１５年度は支援費

　　　制度の導入により減少（支援費制度では、これまで県を通していた国庫補助金が直接

　　　市町村に交付されることとなった。）

　　・公債費は、これまでの国の経済対策の実施に伴い発行した県債等の償還により増加

◎投資的経費

　　・公共事業、単独事業ともに、事業の重点化を図り減少

　　　　　　１５年度６月補正では、歩道整備等を重点化するなど事業を選択

　　　　　　１５年度６月現計での投資的経費はピーク時の６５％

その他の

人件費 扶助費 公債費 計 公共 単独 その他 計 行政経費

9 1,341 146 507 1,994 1,058 932 223 2,213 1,198 5,405

10 1,342 156 578 2,076 948 894 192 2,034 1,383 5,491

11 1,366 156 636 2,158 890 738 224 1,852 1,449 5,458

12 1,362 190 692 2,244 844 679 230 1,753 1,394 5,391

13 1,386 196 709 2,291 826 701 224 1,751 1,336 5,378

14 1,382 202 736 2,320 729 683 211 1,623 1,294 5,238

15 1,364 191 767 2,322 716 517 209 1,442 1,386 5,151

※　　平成１１年度、１５年度は６月現計予算による。

性 質 別 歳 出 予 算 （ 当 初 予 算 ） の 推 移

年度

（単位：億円）

義務的経費 投資的経費
計



性質別歳出予算の推移（一般会計）
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             ※ 平成１４年度までは決算ベース、平成１５年度は６月現計ベースによる。
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　◎　ポイント

　中長期財政計画に基づき、起債の発行を抑制して財政運営を行っているため、

プライマリーバランスは近年黒字である。（公債は臨時財政対策債を除く）

　※　プライマリーバランス

　　　　　公債の元利償還費を除いた歳出と、公債発行による収入を除いた収支。

　　　　　黒字の場合は、原則として県債残高が減少していく。

プ ラ イ マ リ ー バ ラ ン ス
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-200
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100

200

300

400
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億円



 本県の財政指標  
経常収支比率 

     平成１３年度決算  ８６．３％ 

         →全国で比率の低い方から１３番目 

     平成１４年度見込  ８８．１％ 

         →公債費の伸びにより数値が悪化する見込 
           ただし、公債費は現在のところ平成１６年度がピー 
             クの見通し 
 
起債制限比率 

     平成１３年度決算  １３．４％ 

              →全国で比率の低い方から２９番目 

     平成１４年度見込  １３．０％ 
 
地方債現在高 

     平成１４年度末  ６，６８４億円（臨時財政対策債除く） 
      標準財政規模に対する割合（平成１３年度普通会計ベース） 

               ２．７７ 

              →全国で比率の低い方から２５番目 
 
財政調整基金残高 

      平成１４年度末    １８２億円 



 用 語 の 解 説  
経常収支比率 

      財政の弾力性を示す指標。 
      経常的な収入（地方税、普通交付税等）に占める経常的な支出（人 
     件費、借入金の償還金等）の割合であり、この割合は低いほど良く、 
     逆に高いほど財政に余裕がなく硬直化しているといえる。 
 
 

起債制限比率 
      借入金の償還金が財政に占める実質の割合を示す指標。 
     借入金の償還金のうち国の財源手当がある分は除いて計算するため、 
     償還金が実質的にどの程度財政に負担となっているかを示す指標と 
     いえる。２０％を超えると県債の発行が制限される。 
 
 

標準財政規模 
      標準的な状態で通常収入される歳入の大きさ（財政規模）を示す 
     指標。地方税と普通交付税を合算した額である。財政分析に利用さ 
     れされることが多い。 
 
 
財政調整基金 
      収入が少ない場合や、臨時的な歳出に備えて蓄えておく基金。 
      他の基金は特定の事業のためのものであるが、財政調整基金は全 
     体の財源不足を調整するために使用される。 
      常に一定の余裕を持っておく必要があり、県の中長期財政計画で 
     は、標準財政規模の５％以上を確保することとしている。 
 
 


